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会員数は多い方ではないが、それぞれに特徴通り商盛会 のある店が軒を並べて(,、る。また、同商盛会の
活動として、定期的に旅行会や慰安会を実施、会員相互の親睦を図っている。
(メモ)会長阿士允雄氏.会員数 80名
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(総理府統計局)

トを除◇(奈良職安統計)

第Ⅱ9号(第三種郵便物認可)
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第67回議員総会開く
「消費者の二ーズと中小小売店」
中小企業総合見本市につぃて
観光客アンケート調査まとまる
企業i蚤営のカンどとろー.・ー
各種換定試験実施要綱一.・・.・..
消息"に'、

求職者情穀
主要経済指標
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1お問い合せは・・・・・:
奈良公共職業安定所

職業紹介係まで
5564TEL
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職

次

(計)前年
同月比(タづ)

58.フ

31'5

13.8

13.9

17.9

16.8

0.05

種年齢経

813

1,995
287

1,104

4,618
749

0.43
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奈良会議所ニュース

精密機械弱電開係
機械技術岩
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フライス盤工
ボール盤工

男

対前月比,対前年同月比

女

運転経験 13年

貿易営業

配線工

験

和交タイプ

2
・4
5

・・・ 6
・・・ 8
・ 10
・11
12
12

設計及営業4年

電話交換手

手取賃金
(月収)

子

ハτ、18年フライス盤18年
電気機器 4年設計営業

薬剤師

5年

170,000円

150,000円

120,000円

200,000円

170,000円
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昭和53年8月10日(毎月1回10日発行)

奈良県倒産状況 6月

jj炉麺

般事務
レジー関係

勤務時間
(休日)

畔

8.00~17.00
(日曜)

製薬会社
交研調査

-1-

8.00~17.00
(日曜)

5

3年

教諭Ⅱ.4年
保育園長12.5年

8.00~17.00
(日曜)

件数

月

6

奈良
通
奈良

奈良

大阪奈良

大阪奈良
通

'

100,000円

80,000円

100,000円

150,000円

100,000円

008.00~17
(日曜)

レジー
専門

前年同月

月

(内整理を含む負債1,000万円以上)

乗客数(6月)

008.00~17
(日曜)

3

金

^

不問

商工会議所制度100年
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9.
(日

5.7年

7

額

8,500万円

00~5.00
曜・祝日)

2フイ意
フ,500万円

摘要

月別

不問

9.
(日

奈良市

00~5.00
曜・祝日)

＼＼＼項目
月別~~~、、＼

3

不問

上昇率

奈良市

4億2,000万円

奈良市消費者物価指数

00~5.00
曜・祝日)
30~5.00
曜・祝日)

奈良市鞘亙駒市L
奈良市稲美理市通
奈良市
通

奈良市及
ぴ近郊通

通

不問

不問

第Ⅱ9号掲載分

奈良市

9.00~5.00
(日曜・祝日)

奈良市

奈良市

国鉄奈良駅

中卒
大型二種免許

Ξ.1■....、.■1、.,...1●11......1,"...,,4',,.'、、1,

5 新規求職者数

印刷業

去急ぞテ

高卒(普通科)
珠算3級

月

乗

有効求人倍率

月

6

不問

奈良市

奈良市

大卒(機械工学科)
普通自動車免許

118.8

(国鉄奈良駅・奈良交通)(人)

病院

不問

客

月

中卒
普通自動車免許

月

奈良交通名所めぐり

454,057

奈良公園

奈良市

奈良市

5月

旧中享、片通自動車免許、
商業英。吾可、タ1プ可

119.1

0.フ

乗

不問

430,463

高卒

天理市

客

0.3

12,375

騰

食料

大学薬学部卒
薬割師

2.9

6,530

職業紹介状況(6月)
(学卒、

ー~~ーー_、^区分

114.8

住居

2.8

旧女卒

5,800

新規求人者数

114.5

114.8

(昭和50年=10の

光熱

月間有効求人数

3,143

116.3

114.6

被服

月間有効求職者数

格資.歴学者
無
偶
有
配
の所主

コ
'
、
,

有
有
有
有
有

望希

有免換交
卒
話
高
電

地
)

務
・

勤
C

免
卒

員
学
教
門
学
専

中
子

.校高
許

の

有
無
有
無
有
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登
W
夾
W
路

曲
が
り
角
に
立
つ
奈
良
観
光
を
見

直
そ
う
ー
と
の
目
的
で
設
立
さ
れ

た
奈
良
観
光
調
査
特
別
委
員
会
の
活

動
の
第
一
段
階
と
し
て
実
施
し
て
い

た
『
観
光
客
ア
ン
ケ
ー
ト
羽
査
」
の

結
果
が
と
の
服
ど
ま
と
ま
っ
た
▼
そ

の
中
で
奈
良
の
イ
メ
ー
ジ
に
触
れ
て

お
り
,
静
か
で
の
ん
び
り
'
と
い
う

意
見
が
大
半
を
占
め
た
結
果
が
で
て

い
る
▼
奈
良
と
言
え
ぱ
数
多
く
の
古

社
寺
を
は
じ
め
名
勝
古
跡
を
有
す
る

槻
光
地
の
横
綱
格
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
物
見
遊
山
的
観
光
で
な
く
、

少
し
趣
を
異
に
し
た
結
果
で
あ
る
▼

何
か
と
あ
わ
た
だ
し
く
感
じ
る
俗
世

間
を
籬
れ
、
何
を
観
る
の
で
な
く
一

時
を
自
然
の
中
に
身
を
置
き
解
放
感

を
味
わ
う
ー
そ
れ
だ
け
で
「
来
て

良
か
っ
た
」
と
感
じ
る
の
も
観
光
の

一
つ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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第Ⅱ9号(第三種郵便物認可)

科目

収
会
負

<計別

補

入

担
費

助

事業収入

一般会計

金

付

使

34,671,600

昭和訟年度収支決算総括表

金

の

共益分担金

金

1,062,000

奈良会議所ニュース

用

繰
保

中小企業相談所
会 計

部

料

3,400,000

入

特別協賛金

11,984,309

証

ク此

金

雑

昭和52年度収支決算総括表

金

27,340,250

理

事業外収入
収

繰

商工名鑑発刊
特別会計

費
入

越

科目

金

昭和53年8月10日(毎月1回10日発行)

.ロ

3,162,811

支

旅

695 532

退職
兄1

会計別

事務局費

2,611,745
54,425,186

立金

事

一般会計

仁

費

1,500,000

出

21,392,768

会館会計

業
費

公課分担金

30,503,061

388,360
4,飢0,368

費

法定福利費

中小企業相談所
計

福利厚生費

奈良商工会議所
(単位円)

5,580,090

会館管理積立
牙1

14,718,707
755 952

会

の

22,831,076

借入金返済

1,930,000

支払利息

,

27,969,940

建物維持管理費

412 770

1,500,000

473,790

5,947,823

1,643,942

572,110

商工名鑑発刊
特別会計

保

交際費

,

部

2,300,000

1,376,007

協

4,166,217

10,623,600

25,333

証

特別協賛金

34,671,600

5,562,784

162,170

2,000,000

賛

退職積立金

11,168,207

1 062 000

会館管理積立釡

4,259,688

金

27,340,250

退職積立金
特別会計

,

金

10,000,000

雑

1,499,600

11,004,480

3,400,000

374,914

返

11,984,309

1,551,399

次期繰越金

27,969,940

66,031,8U

5,947,823
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4,500,000

費

会館会計

22,542,901

金

10 623 600

4,121,650

2,000,000
,

10,000,000

46,290

34,520

51,998,354

4,259,688

会館管理積立
特別会計

,

465,285

1,四5,フ79

2,426,832

855,558

11,004,480

20,450

9,725,928

2 000 000

173,628,298

1,000

30,503,061

,

164 730

326,279

,,

,

48,345,494

270,493

14,500,000
18,250

835,650
5,647,763

4,442,668
24,695,015

1,500,000

18,884,924

奈良会議所ニュース

フ76,402

1,825,200

,

1,930,000

2,000,000

1

2,000,000

2,000

473,790

2,328,279

1,643,942

^
J

●キ

8,839,928

10,000,000

3 146 100

162,360

、

,

、

β

16,500,000
180,420

、

,

一

64,555,891

4,768,947
24,695,015

和田常議員

1,475,953

乢

1,825,200

昭和53年8月10日(毎月1回10日発行)
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カーテン
事務用家具
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JJ^

渉
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ご婚礼家具
ドレッサー
書斎家具
敷物
お台所用家具
ベビー用家具
座敷机

営業

孝.

rコ
ロロ

゛゛゛
^J

会議

報゛管、餐

昭
和
五
十
二
年
度

事
業
帳
告
・
収
支
決
算

を
承
認
可
決

第
六
十
七
回
議
員
総
会

昭
和
五
十
二
年
度
の
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
の
壽
可
決
を
主

な
議
題
と
t
る
第
六
十
七
回
議
員
総
会
は
去
る
七
月
六
日
、
当
所
五

階
ホ
ー
ル
に
太
い
て
開
催
さ
れ
、
同
事
業
報
告
・
収
支
決
算
の
両
案

に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
鴛
可
決
さ
れ
た
。

当
日
の
出
席
者
は
上
田
会
頭
は
じ

側
岸
井
英
夫
氏

め
小
林
、
近
東
、
開
高
各
副
会
頭
ら

(
四
月
十
日
付
)

七
十
六
名
(
内
委
任
状
出
席
三
十
九
◎
側
日
本
交
通
公
社
奈
良
支
店
長

名
)
が
出
席
、
恒
例
に
ょ
り
報
告
事

断
岡
田
平
氏

項
か
ら
議
事
に
入
っ
た
。

側
大
江
章
雄
氏

(
報
告
事
項
)

(
六
月
五
日
付
)

一
、
議
員
の
一
部
異
動
に
つ
い
て

◎
関
西
電
力
佛
奈
良
支
店
長

次
の
と
お
り
報
告

断
和
田
善
吉
氏

◎
大
阪
瓦
斯
脚
奈
良
支
社
長

旧
立
花
和
夫
氏

t

断
大
谷
茂
夫
氏

(
六
月
二
十
三
日
付
)

そ
の
他
、
②
大
型
店
舗
の
出
店
届

出
等
と
大
型
店
舗
等
出
店
対
策
協
議

会
の
進
捗
状
況
、
③
業
務
概
要
、
④

商
工
会
議
所
-
0
0
年
譽
行
事
に

つ
い
て
1
以
上
事
務
局
よ
り
概
要

穀
告
が
な
さ
れ
た
。

(
協
議
事
項
)

H
常
議
員
一
名
補
欠
選
任
に
つ
い
て

和
田
善
吉
氏
(
関
西
電
力
妹
奈
良

支
店
長
)
を
補
欠
選
任

⇔
昭
和
五
十
二
年
度
事
業
報
告
鴛

に
つ
い
て

姻
下
川
均
氏

(
四
月
一
日
付
)

◎
第
一
生
命
保
険
相
奈
良
支
社
長

断
田
口
治
男
氏

佃
坂
入
淑
雄
氏

(
四
月
一
日
付
)

◎
近
畿
電
気
工
事
鵠
奈
良
支
店
長

断
小
柴
薫
氏

国
昭
和
五
十
二
年
度
収
支
決
算
承
認

に
つ
い
て
(
別
表
参
照
)

以
上
二
議
案
に
つ
い
て
は
い
ず
れ

も
原
案
通
り
覆
可
決
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消
費
者
の
二
ー
ズ
と
中
小
小
売
店

早
稲
田
大
学
教
授

宇
野
政
雄

1

Y

ノ

、

C

、
'

吋

、

昨
日
と
今
日
で
は
世
の
中
は
あ
ま

り
変
化
は
な
い
。
一
昨
日
と
昨
日
に

つ
い
て
も
同
様
の
と
と
が
一
盲
え
る
。

と
と
ろ
が
、
二
年
、
三
年
、
十
年
と

経
過
し
て
み
る
と
世
の
中
は
大
き
く

か
わ
っ
て
い
る
。
大
体
、
十
年
が
ひ

と
ふ
し
で
あ
る
よ
う
に
思
う
が
、
と

の
よ
う
な
変
化
を
先
ど
り
し
て
そ
れ

に
対
応
t
る
と
と
が
商
店
と
し
て

は
、
明
日
の
繁
栄
の
た
め
に
必
要
だ

と
申
し
上
げ
た
い
。

終
戦
か
ら
十
年
は
、
生
き
の
び
る

の
に
わ
れ
わ
れ
は
懸
命
だ
っ
た
か

ら
、
と
に
か
く
食
生
活
の
量
的
拡
大

を
求
め
て
き
た
。
ぞ
う
す
い
か
ら
、
固

い
米
飯
を
一
杯
、
二
杯
、
そ
し
て
三
杯

と
戦
前
の
状
態
に
も
ど
っ
た
の
が
昭

和
三
十
年
で
あ
っ
た
。
と
の

年
に
経
済
白
鴛
「
も
は
や

戦
後
で
は
な
い
」
と
言
っ
た

の
は
、
と
ぅ
し
た
状
況
を
み

て
の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ

で
、
三
十
年
代
は
、
ま
た
三
杯

か
ら
二
杯
、
人
に
ょ
っ
て
は

一
杯
と
さ
が
り
は
じ
め
た
。

そ
れ
は
主
食
を
と
る
と
と
に

汲
々
と
す
る
よ
り
は
、
副
食
や
外
食

を
多
く
と
る
と
と
で
、
よ
り
栄
養
的

に
ょ
り
お
い
し
く
た
べ
よ
う
と
い

う
、
食
生
活
の
質
的
充
実
を
求
め
る

方
向
が
で
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
と

の
延
長
線
上
に
、
今
日
の
外
食
産
業

の
発
展
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
人
問
は
自
分
が
一
番
い

と
お
し
い
か
ら
、
ま
ず
生
き
の
び
る

た
め
に
食
生
活
に
関
心
を
も
っ
た
。

そ
れ
に
一
応
の
充
足
が
み
ら
れ
る

と
、
既
述
の
よ
う
に
量
か
ら
質
へ
と

重
点
を
か
え
る
と
同
時
に
、
つ
ぎ
に

身
に
つ
け
る
も
の
へ
関
心
が
む
け
ら

れ
て
き
て
、
昭
和
三
十
年
代
に
衣
生

活
の
量
的
拡
大
が
み
ら
れ
て
き
た
。

と
と
ろ
が
昭
和
四
十
年
代
に
な
る

リ

,

N令

一

、

と
、
と
ん
ど
は
、
身
か
ら
は
な
れ
て

住
生
活
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
く

る
。
と
の
十
年
間
で
郊
外
の
自
動
車

道
路
の
わ
き
K
大
き
な
家
具
セ
ン
タ

ー
が
各
地
に
出
現
t
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
消
費
者
の
二

】
ズ
に
応
え
た
も
の
だ
七
言
え
る
。

で
は
、
昭
和
五
十
年
代
に
消
費
者

と
し
て
何
に
ょ
り
関
心
が
む
け
ら
れ

る
の
で
あ
ろ
う
。
と
れ
か
ら
は
、
食

,
衣
・
住
七
否
っ
た
有
形
商
品
か
ら

無
形
サ
ー
ビ
ス
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
く
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
、

食
・
衣
・
住
の
よ
う
に
そ
の
な
か
に

生
活
壽
的
な
も
の
が
含
ま
れ
る
と

い
う
よ
り
も
、
あ
れ
ぱ
望
ま
し
い
と

す
る
、
生
活
を
よ
り
楽
し
く
、
よ
り

充
実
さ
せ
る
も
の
へ
の
関
心
が
高
ま

る
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

い
の
ち
を
つ
な
ぐ
の
に
欠
く
べ
か
ら

ざ
る
も
の
と
言
う
よ
り
も
、
文
化
生

活
を
エ
ン
ジ
,
イ
す
る
も
の
を
よ
り

多
く
求
め
る
と
い
う
こ
と
で
、
た
と

え
ば
美
し
く
な
る
た
め
に
美
容
院
へ

い
く
と
か
、
学
校
へ
子
供
を
い
か
せ

る
と
か
、
旅
行
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
"

ン
と
言
っ
た
無
形
サ
ー
ビ
ス
の
購
入

が
の
び
る
と
言
う
と
と
で
あ
る
。
と

の
と
と
は
す
で
に
そ
の
き
さ
し
が
四

十
年
代
か
ら
み
ら
れ
た
わ
け
だ
が
、

そ
の
た
め
に
、
昭
和
四
十
年
代
に
は

衣
生
活
は
質
的
充
実
を
求
め
る
方
向

が
み
ら
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
美
し
く

な
る
た
め
に
あ
か
ぬ
け
し
た
デ
ザ
イ

、

ン
の
身
回
り
品
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
き
た
。
学
校
へ
行
っ
た
り
、
旅
行

や
つ
り
に
い
く
時
の
、
「
カ
ッ
コ
ヨ

イ
」
衣
料
が
急
速
忙
の
び
て
今
日
に

至
っ
て
い
る
。
十
年
一
日
の
如
く
、

同
じ
よ
う
な
衣
料
品
の
取
揃
え
る
店

に
対
し
消
費
者
は
は
な
れ
て
行
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
、
住

生
活
に
つ
い
て
も
、
住
め
れ
ば
有
難

い
と
す
る
時
代
で
は
な
く
、
自
分
の

捻
し
い
場
所
に
、
捻
し
い
間
取
り
で
、

し
か
も
手
頃
な
家
賃
で
な
い
と
そ
と

へ
は
借
り
手
が
い
か
な
い
時
代
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
住
生
活
も
県
ら
質

へ
と
重
点
が
か
わ
っ
て
き
て
い
る
。

消
費
者
の
二
】
ズ
は
、
と
の
よ
う

に
、
ど
ん
ど
ん
と
か
わ
っ
て
い
く
の

だ
が
、
と
れ
か
ら
は
ど
ぅ
な
る
だ
ろ

う
か
。
オ
イ
ル
・
シ
,
ツ
ク
を
契
機

に
、
い
ま
ま
で
の
よ
う
に
、
食
生
活

と
か
住
生
活
と
か
言
っ
た
、
生
活
の

あ
る
部
分
を
い
か
に
充
足
さ
せ
る
か

と
言
っ
た
と
と
か
ら
、
む
し
ろ
生
活

そ
の
も
の
の
あ
り
方
の
全
体
と
し
て

の
見
な
太
し
を
図
っ
て
、
「
生
活
の

質
」
を
求
め
る
時
代
に
な
っ
て
い

く
。
そ
の
立
場
か
ら
食
生
活
は
、
衣

生
活
は
、
住
生
活
は
い
か
に
あ
る
べ

き
か
と
言
っ
た
考
え
方
が
つ
よ
く
打

出
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
意
味
で
商
店

と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
消
費
者

忙
、
い
か
な
る
生
活
詳
で
い
く
べ

き
か
の
提
案
を
す
す
め
て
い
く
と
と

が
必
要
だ
と
申
し
上
げ
た
い
。
そ
の

情
報
提
供
の
一
環
と
し
て
、
肉
己
の

取
扱
商
品
が
い
か
に
生
活
設
計
に
合

致
す
る
か
を
し
ら
せ
る
方
向
で
繁
栄

を
期
待
す
べ
き
だ
と
言
う
こ
と
で
あ

る
。
商
店
は
大
き
い
か
ら
よ
い
の
で

は
な
く
、
よ
い
も
の
を
も
つ
か
ら
大
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C

き
く
な
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
こ
の
よ
う
な
消
費
者
の
二
ー
ズ

を
さ
き
ど
り
t
る
力
の
つ
よ
い
も
の

が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を

戦
後
の
商
業
者
の
歴
史
は
明
ら
か
に

物
語
っ
て
い
る
。 ダ

今
年
で
第
十
九
回
を
む
か
え
る
と

の
見
本
市
は
、
昨
年
ま
で
は
全
日
本

中
小
企
業
輸
出
見
本
市
と
言
わ
れ
て

き
た
も
の
で
す
。

ま
た
こ
の
見
本
市
は
日
本
ト
レ
ー

ド
フ
ェ
ア
と
も
呼
ぱ
れ
、
優
良
中
小

企
業
製
品
の
総
合
展
示
を
行
い
、
内

外
の
貿
易
商
社
、
流
通
関
連
業
者
に

紹
介
し
て
取
引
の
促
進
を
図
り
、
中

小
企
業
製
品
の
販
路
を
拡
張
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
t
。

主
催
は
、
全
日
本
中
小
企
業
輸
出

振
興
協
議
会
(
中
央
事
務
局
・
〒
Ⅷ

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
八

番
舌
ぢ
、
国
際
観
光
会
館
五
階
、
電

話
0
三
1
 
三
三
1
六
八
七
0
)

で
、
通
商
産
業
省
、
各
都
道
府
県
、

各
地
商
工
会
議
所
、
全
国
中
小
企
業

団
体
中
央
会
が
後
援
し
て
い
ま
す
。

合
回
の
開
催
場
所
は
、
横
浜
産
業

ホ
ー
ル
及
び
横
浜
貿
易
あ
っ
旋
所

(
横
浜
市
中
区
山
下
町
二
番
地
、
産

業
貿
易
セ
ン
タ
ー
丁
二
階
、
電
話

富
奈
T
 
本
奈
T

学
園
前
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

,
お
そ
れ
あ
 
P
 
と
判
断

は
事
務
所
0
四
五
1
六
七
-
1
七
0

五
0
、
会
場
内
0
四
五
1
六
七
一

七
0
五
三
)
で
、
会
期
は
、
昭
和
五

十
三
年
十
月
二
十
四
日
(
火
)
か
ら
十

月
二
十
七
日
(
金
)
ま
で
の
四
日
問

で
、
毎
日
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時

(
最
終
日
は
午
後
倒
時
)
ま
で
開
催

し
ま
す
。

当
会
議
所
ニ
ユ
ー
ス
七
月
号
に
掲

載
の
大
型
店
舗
二
店
(
学
園
前
シ
,

ツ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
妹
日
吉
家

且
<
)
の
出
店
K
つ
い
て
当
所
で
は
、

県
の
大
型
店
舗
等
出
店
対
策
指
導
要

綱
の
規
定
に
ょ
り
、
当
該
大
型
店
舗

が
周
辺
の
小
売
業
者
に
与
え
る
影
響

の
有
無
に
つ
い
て
、
商
業
小
売
部
会

の
意
見
を
聞
き
検
討
し
た
結
果
、
七

月
十
九
日
次
の
よ
う
に
決
定
を
み
、

そ
れ
ぞ
れ
七
月
二
十
日
付
で
知
事
.

市
長
宛
に
通
知
し
た
。
内
容
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

学
園
前
シ
.
ツ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

,
影
響
を
及
ほ
t
お
そ
れ
が
あ
る
,

と
認
め
、
今
後
当
所
大
型
店
舗
等
出

店
対
策
協
議
会
(
会
長
・
豊
崎
稔
氏
)

の
意
見
を
聴
き
調
整
を
行
う
と
と
と

よ
つ
こ
0

脚
日
吉
家
具
ビ
ル
に
つ
い
て
は

,
影
縛
を
及
ぽ
す
お
そ
れ
が
な
い
,

と
認
め
た
。

ノ

t

4

(
/
イ
(

、
}
ー
}
/
ー
ー
イ
}
ー
ー

菓
冷

更
に
一
店
舗
出
店

七
月
十
九
日
付
で
更
に
一
件
の
大

型
店
舗
の
設
置
届
出
書
が
当
所
に
提

出
さ
れ
た
。

概
要
は
次
の
と
お
り
。

①
建
物
の
名
称

大
東
ビ
ル
デ
ィ
ン
ゲ
(
仮
称
)

②
建
物
の
所
在
地

奈
良
市
西
木
辻
町
五
0

⑧
建
物
の
延
床
面
積

二
五
二
0
0
'

④
店
舗
面
積

一
三
五
四
o
d

⑤
建
物
の
構
造

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

⑥
着
工
予
定
年
月
日

昭
和
五
十
三
年
十
一
打
一
日

⑦
完
成
予
定
年
月
日

昭
和
五
十
四
年
七
月
三
十
一
日

⑧
入
居
す
る
主
な
小
、
璽
岩
名

山
長
岫
屋

②
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
(
業
者

未
定
)

5

店
良1

商
村じ表代

式」

労
災
保
険
や
失
業
保
険
の
手
続
き
が
わ
ず
ら
わ
し
い
と

思
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

当
所
で
は
、
と
の
よ
う
な
事
業
主
の
方
に
代
わ
り
、
労

働
保
険
料
の
申
告
、
納
付
や
各
種
の
届
出
等
を
代
行
t
る

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
「
労
働
保
険
事
務
組
合
」
で
t
。

手
続
き
は
簡
単
、
あ
な
た
の
事
業
所
A
理
化
に
会
議
所

の
労
働
保
険
事
務
組
合
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

(
担
当
石
田
)

種各品
菓食

冷
ト

子
凍
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白衣・事務服・作業服
〔奈良県庁・奈良市役所指定業署)

^^^^^^

餐奈良.ユニフォーム
奈良市尼ケ辻町7.0-1

、TEL 奈良(0742)33-0255・(代表)

、

,、,

奈良会議所ニュース

徳村

お菓子は徳村

昭和53年8月10日(毎月1回10日発行)

藥・f会品郭奈良商大森町24磊地 TEL0742-24-2001~4
冷川i冷柴畷武央 b'川ノ上町14砥地 TE L0742-22-0122、3

、゛

,,、、

J゛^

Jキ̂

み

゛、

、

?
'

冨士屋学園
ク'ノレーフ゜

近畿教育テスト協会
奈良県教育テスト協会
^ 良経王里ゼ7丁て .、

マーキュリーj羊裁学院

士屋学園本部 八木教室
杉ケ西町33国鉄奈良駅南橿原市兵部町県立医大前福又ビル2F

EL.0742 (23) 2 1 2 3網 TEL.07442 (3) 5 0 2 84勺
部第二教室 うねび教室
良 橿原市畝傍町県立橿原公苑内条本町
EL.0 42 (23) 2 1 2 4e勺

冨士屋学園理事長藤本純忠

お子様の進学から・洋裁・簿記・会計まで



観
光
客
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

ま
ど
ま
る

t
当
所
観
光
調
査
特
別
委
員
会
t

1゛
゛
"

曲
り
角
に
立
つ
奈
良
観
光
を
再
検
討
し
、
今
後
の
方
向
を

見
出
す
指
針
と
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ
た
奈
良
観
光
調
査
特

別
委
員
会
が
そ
の
活
動
の
第
一
段
階
と
し
て
実
施
し
て
い
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
が
と
の
低
ど
ま
と
ま
っ
た
。

そ
と
で
、
当
ニ
ュ
ー
ス
紙
上
に
お
い
て
観
光
奈
良
を
再
認

識
し
て
頂
く
た
め
に
「
日
帰
り
客
」
と
「
宿
泊
客
」
の
ジ
ャ
ン

ル
別
に
二
回
に
分
け
そ
の
概
要
を
掲
載
す
る
と
と
に
し
た
。

(

"、

、
才
慰

、
才
慰

一

、
、
 
J

/
J

ψ
、

r

斤戸務
子
人璋正

事
"
円
田
田
 
F
番
8
7

/
5

言
口
蔦
蔦
目
北
ト

丁
ラ
肪

特
士
士
.
仁
但
2

理
理
町
東
2

国
弁
弁
"
卯
⑯
区
へ
阪

東
北
大

卞

市
町
話

市
本
話

タ

阪
筋
電

大
(

内ダ
田

タ
.

ツ
' 取表

ネ式株

イ
、
(

Y

:
.
■
昆
●
:
.
冒

な
お
、
調
査
期
間
は
昭
和
五
十
三
年
三
月
中
旬
か
ら
四
月
上
旬
と

し
、
調
査
対
象
は
、
奈
良
市
内
を
訪
れ
る
日
帰
り
及
び
宿
泊
客
を
任

意
抽
出
し
た
も
の
で
、
日
帰
り
観
光
客
七
七
四
人
、
宿
泊
槻
光
客
四

七
七
人
、
総
数
三
五
人
の
回
答
を
得
た
結
果
で
あ
る
。

〔
日
帰
り
観
光
客
調
査
〕

云
え
よ
う
。
尚
、
年
代
を
男
女
別
に

み
る
と
、
青
年
・
男
子
二
七
九
人

月
男
女
別
に
つ
い
て

日
帰
り
観
光
客
七
七
四
人
中
、
男
(
五
一
%
)
・
女
子
二
七
0
人
(
四
九

子
四
二
二
人
(
五
五
%
Y
 
女
子
三
%
)
、
壮
年
・
男
子
三
二
人
(
六

五
二
人
(
四
五
%
)
で
男
女
間
に
は
六
%
)
・
女
子
五
八
人
(
三
四
%
)
・

老
年
・
男
子
三
一
人
(
五
六
%
)
・

大
し
た
格
差
は
み
ら
れ
な
い
。

女
子
二
四
人
(
四
四
%
)
と
な
っ
て

⇔
年
代
別
に
つ
い
て

青
年
五
四
九
人
(
七
一
%
Y
 
壮
お
り
、
壮
年
の
男
子
六
六
%
は
「
誰

年
一
七
0
人
(
ニ
ニ
%
)
・
老
年
五
と
来
た
か
」
と
い
う
調
査
項
目
に
お

五
人
(
七
%
)
と
青
年
の
槻
光
客
が
い
て
,
家
族
づ
れ
,
と
回
答
し
た
者

大
半
を
占
め
て
い
る
。
青
年
の
う
ち
が
五
八
%
を
占
め
て
い
る
点
よ
り
考

学
生
が
二
七
三
人
(
五
0
%
)
と
半
え
て
、
こ
れ
も
男
女
間
の
格
差
は
み

分
を
占
め
て
い
る
の
は
、
調
査
期
間
ら
れ
な
い
と
云
っ
て
ょ
か
ろ
う
。

が
春
休
み
で
あ
っ
た
と
と
も
一
因
と
(
注
)
青
年
ー
ハ
イ
テ
ィ
ン
か
ら
二

0
才
代

壮
年
1
三
0
1
五
0
才
代

老
年
1
六
0
才
以
上

国
職
業
別
に
つ
い
て

概
光
客
七
七
四
人
中
、
つ
と
め
人

二
九
七
人
(
四
0
%
)
・
学
生
二
七

三
人
舎
豆
%
Y
 
自
営
業
八
八
人

(
一
一
%
)
・
家
事
六
五
人
(
八
%
)

・
そ
の
他
五
一
人
(
六
%
)
と
な
っ

て
い
る
。

四
観
光
客
の
現
住
所
に
つ
い
て

概
光
客
七
六
五
人
中
、
近
畿
三
二

七
人
(
四
三
%
)
・
関
東
甲
信
越
二

0
0
人
(
二
六
%
)
・
東
海
北
陸
一

二
七
人
(
一
七
%
)
・
中
国
三
六
人

(
五
%
)
・
東
北
北
海
道
三
五
人
(
四

・
三
%
)
・
九
州
沖
縄
三
四
人
(
四

%
)
・
四
国
六
人
(
0
・
七
%
)
の

順
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
都
道
府
県
別
で
二
0
人
以

上
の
観
光
客
が
あ
っ
た
の
は
次
表
の

と
お
り
で
あ
る
。

大
社
・
興
福
寺
蚕
市
六
一
三
件
全

四
%
)
、
若
草
山
・
奈
良
公
園
五
四

五
件
(
二
九
%
)
、
西
ノ
京
・
西
大
寺

・
秋
篠
寺
周
辺
一
六
0
件
(
八
%
)
、

新
薬
師
寺
・
白
毫
寺
三
二
九
件
(
七

%
)
の
順
で
奈
良
公
園
か
ら
東
大
寺

・
春
日
大
社
周
辺
が
上
位
を
占
め
て

い
る
。こ

の
と
と
は
、
年
代
別
に
み
て
も

同
じ
傾
向
が
み
ら
れ
、
短
時
間
で
効

率
よ
く
寺
社
な
ど
の
観
光
が
で
き
る

と
と
と
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
,
ン
の
場

所
と
し
て
の
奈
良
公
園
の
魅
力
と
云

え
る
で
あ
ろ
う
。

因
今
日
来
ら
れ
た
目
的
は

全
体
七
六
八
人
中
、
観
光
四
五
0

人
(
五
八
%
)
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
,

ン
ニ
0
五
人
(
二
七
%
)
と
八
五
%

を
占
め
て
い
る
。
年
代
別
で
み
る
と

老
年
の
み
鶴
光
(
七
0
%
)
、
そ
の

他
(
一
六
%
)
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
,

ン
が
少
な
く
な
り
、
法
事
・
墓
参
等

の
目
的
の
も
の
が
特
長
と
し
て
み
ら

れ
た
。

田
誰
と
来
た
か

全
体
七
五
五
人
中
、
そ
の
他
二
九

五
人
(
三
九
%
)
、
家
族
づ
れ
で
二

0
三
人
(
二
六
%
)
、
団
体
で
一
七

0
人
(
二
三
%
)
、
一
人
で
八
七
人

(
三
%
)
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

他
の
意
味
は
、
ア
ベ
ッ
ク
、
小
グ
ル

ー
プ
を
指
し
、
青
年
に
お
い
て
四
八

%
を
占
め
て
い
る
。
壮
年
・
老
年
で

は
家
族
づ
れ
で
が
各
々
ト
ッ
プ
で
、

世
代
の
違
い
が
う
か
が
え
る
。

四
利
用
し
た
奈
良
に
入
る
交
通
機
関

全
体
七
七
四
人
中
、
近
鉄
五
四
二

人
(
七
0
%
)
・
自
動
車
(
主
K
マ

イ
カ
ー
)
一
一
三
二
人
(
一
七
%
)
・
国

鉄
五
四
人
(
七
%
)
・
観
光
バ
ス
三

七
人
(
五
%
)
・
そ
の
他
八
人
(
一

%
)
と
な
っ
て
い
る
。
自
動
車
一
七

%
、
そ
の
他
一
%
は
い
ず
れ
も
青
年

が
大
半
を
占
め
、
そ
の
他
は
単
車
等

の
二
輪
車
で
あ
っ
た
。

近
鉄
、
国
鉄
は
各
年
代
と
も
平
均

値
を
示
し
て
い
る
が
、
概
光
バ
ス
に

つ
い
て
は
老
年
の
利
果
平
均
値
を

押
し
土
げ
た
.

伽
過
去
に
来
た
回
数

全
体
七
七
四
人
中
、
三
1
五
回
が

五
一
%
、
-
ー
ニ
回
が
三
一
%
と
大

半
を
占
め
た
。

細
将
来
見
た
い
「
奈
良
大
和
路
」

5
3
3
2
6
2

6
6
5
5
2
2

阪
京
都
知
庫
良
川
重

奈

大
東
京
愛
兵
奈
神
三

、

C

国
奈
良
市
内
で
観
光
し
た
地
域
又
は

観
光
予
定
地
(
重
複
回
答
で
回
答

総
数
一
八
八
五
件
)

全
体
で
み
る
と
、
東
大
寺
・
春
日

全
体
三
0
四
人
中
、
明
日
香
九
五

人
全
三
%
)
・
柳
生
八
八
人
(
二

九
%
)
・
西
ノ
京
四
九
人
(
一
六
%
)

・
斑
鳩
三
九
人
(
一
三
%
)
・
長
谷

・
室
生
三
三
人
(
三
%
)
と
な
っ

t
船
り
、
マ
ル
コ
山
古
墳
等
の
古
墳

フ
ー
ム
、
柳
生
の
「
春
の
坂
道
」
等

の
マ
ス
コ
ミ
の
影
響
に
ょ
る
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。

出
奈
良
の
印
象

①
全
般
的
に

全
体
二
三
人
中
、
静
か
で
の
ん

ひ
り
と
落
ち
つ
く
が
一
九
九
人
(
九

四
%
)
を
占
め
た
。

②
良
か
っ
た
点

全
休
二
五
七
人
中
、
静
か
で
落
ち

つ
く
-
 
0
九
人
(
四
二
%
)
・
緑
が

多
い
八
二
人
(
三
二
%
Y
 
人
が
親

切
六
六
人
(
二
六
%
)
と
な
っ
て
い

る
。③

悪
か
っ
た
点

全
体
一
七
五
人
中
、
奈
良
公
園
の

ゴ
ミ
が
多
い
八
七
人
(
五
0
%
)

車
が
多
く
危
険
三
七
人
(
一
工
%
)
・

交
通
不
便
二
八
人
(
一
六
%
)
・
案

内
板
等
の
不
足
二
三
人
(
一
三
%
)

と
な
っ
て
い
る
。

幽
観
光
都
市
「
奈
良
」
へ
の
要
望

全
体
二
三
0
人
中
、
現
状
の
ま
ま

保
存
し
、
文
化
財
を
大
切
に
が
一
六

九
人
(
七
三
%
)
を
占
め
た
。

九
月
号
に
宿
泊
客
を
対
象
に
し
た

調
査
結
果
を
掲
載
し
ま
す
。
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働きがいのある職場に.ノ
会議所の共済制度に加入しよう

商工会議所共j
D加入資格およぴ条件
◎年令15~65才(無審査).毎月加
入可

◎会員事業所の役員および従業員
D月額掛金と共済金等
◎ 1人につき 2 口 a,480円)から
フ口まで

◎交通事故・災害事故による死亡ま
たは廃疾の場合一-400万

◎病気による死亡または疾病の場合
^200万

D税法上の特典
法人は全額損金処理、個人の従業員
については必要経費とし、事業主本
人は生命保険料控除の対象

D幅広い高額の保障
商工会議所の会員事業所の役員・幹
部社員の方々に御加入いただくもの
で、給付額も2千万円から 1億3千万
円の高額保障で、幅広い保障をお約束
しまt。
D安い掛金
死亡保障専門の新しい無配当タイプ
の保険ですので、満期保険金・配当金
がなく、そ九だけ掛金は安くなり、し
かも多数の人々がまとまって加入され
ますので、規模の利益が得られます、。
D法人掛金は全額損金処理
法人が支出するこの制度の掛金はす

べて福利厚生費として損金に計上でき
ます、。

お申込みは

ワイ'ド無酉己当

御一報ください
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◎病気による継続して10日以上の入院
◎不慮の事故による5日以上の入院
◎その他看護・手術・死亡・災害の給
付
D安い保険料
医療保障、死亡保障だけを目的とし
た新しい無配当タイプの保険で、満期
保険金・配当金がなく、それだけ保険
料は安くなっております。
D保険料は全額損金処理
法人が支出した保険料はすべて福利
厚生費として損金に計上できまt。

良商工会議所風 26-6222(代)まで
委託機関・日本団体生命株式会社

医一療'保 1,険
D入院・看護・手術の費用を補償
との医療保障は、医療費や付添い看

護料・討「」費用などの経費を補償する
ユニークな内容です。
D入院給付金

企業発展のため商品開発を特許・商標等で保護しましょう
一国内および世界各国の特許・実用新案・意匠・商標一

二Z文
二丁て

1-"""*""

奈良会議所ニュース 昭和53年8月10日(毎月1回10日発行)

都道府県名 人数

132人
117
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総合企画・設計・計画・監理

工卑

本社及び
奈良事務所

京都事務所

大阪事務所

奈良市大宮町 1 丁目 6 番 21 号
TE L 奈良(0742) 3 4-1 4 6 1 1fu

京都市中京区御池通御幸町亀屋町京都府旅館会館
TE L 京都(075) 2 2 1-1 6 3 2 1出

大阪市淀川区宮原2丁目13-12 桝谷ビル
TEI.大阪(06) 3 9 1-5 0 7 1 {出
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ご自身の巣をもつということは・・・

.
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フレストラン

営業時間 9:00~22:00

0ぐブタイム 17:00~22:0の
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ボトルキープ

=ツカG&G 3,000円
スーバーニッカ4,000円
キングジョージ4,500円

奈良商工会議所会館地階
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0
 
と
ア
マ
の
達
も
支
払
わ
れ
な
い
き
ま
り
に
な
っ
て
の
実
質
を
そ
な
え
て
い
る
と
い
ぇ
よ

い
は
ど
こ
に
あ
る

か
。
簡
単
に
い
う

と
、
自
分
の
し
た
行

為
で
、
そ
の
行
為
か

ら
何
ら
か
の
も
の
を

得
た
者
か
ら
カ
ネ
を

と
る
こ
と
が
で
き
る
か
で
き
な
い
か

に
あ
る
と
云
え
る
。
わ
か
り
や
t
く

す
る
た
め
、
休
操
競
技
選
手
と
軽
業

師
を
比
岐
し
な
が
ら
考
え
て
み
ょ

い
る
と
と
も
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と

は
と
も
あ
れ
、
所
詮
、
体
操
選
手
程

度
の
業
で
は
他
人
か
ら
カ
ネ
を
と
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
引
き
か
え
、
軽
業
師
は
、

一
見
、
体
操
選
手
の
そ
れ
と
同
じ
よ

う
な
業
を
披
露
し
な
が
ら
、
見
物
人

か
ら
観
覧
料
を
と
り
、
そ
の
中
か
ら

報
酬
の
支
払
い
を
受
け
て
生
計
を
立

て
て
い
る
。
こ
の
違
い
は
一
体
ど
と

か
ら
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
よ
く

見
る
と
軽
業
師
の
業
に
は
、
何
人
か

う
0オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
や
い
ろ
い
ろ
な
体

操
競
技
会
に
お
い
て
披
露
さ
れ
る
体

操
選
手
の
業
(
わ
ざ
)
は
、
一
般
の
人

に
は
と
て
も
で
き
な
い
よ
う
な
も
の

で
、
な
か
で
も
ウ
ル
ト
ラ
C
な
ど
と

い
う
の
に
至
っ
て
は
、
全
く
真
似
る

こ
と
ナ
ら
お
ほ
つ
か
な
い
程
で
あ

、し

る
。
し
か
し
、
そ
の
業
が
、
ど
れ
程

優
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
休

操
選
手
は
、
ひ
っ
き
ょ
う
ア
マ
チ
ュ

ア
で
し
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ

の
体
操
遜
手
は
、
披
露
し
た
体
操
の

業
に
対
t
る
報
酬
と
し
て
見
物
人
か

ら
カ
ネ
を
受
取
る
こ
と
は
で
き
な

勿
論
、
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
体

0

い操
競
技
会
に
は
ア
マ
チ
ユ
ア
で
な
け

う
。
見
物
人
は
、
そ
の
よ
う
に
積
上

げ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
の
業
の
充
実

し
た
厳
し
さ
、
美
し
さ
に
対
し
カ
ネ

を
払
い
拍
手
を
送
っ
て
止
ま
な
い
の

だ
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
、
私
は
体
操

選
手
の
業
を
、
極
く
容
易
な
、
つ
ま

ら
な
い
も
の
と
云
う
つ
も
り
は
毛
頭

な
い
。
小
ノ
な
く
と
も
ス
ポ
ー
ツ
の
選

手
巴
い
わ
れ
る
程
の
者
で
あ
れ
ぱ
、

本
業
の
仕
事
の
捻
か
睡
眠
の
時
間
を

別
と
t
れ
ば
残
り
時
間
の
殆
ん
ど
は

そ
の
熊
技
撞
目
の
績
習
に
当
て
て
い

プ
口

ー
ー
《
、
玉

業
活
動
の
中
で
、
そ
の
経
営
者
が
命
^

れ
ば
選
手
と
し
て
で
ら
れ
な
い
し
、
何
十
倍
も
の
時
問
の
ハ
】
ド
な
紳
習
貨
な
ど
の
原
価
に
プ
ラ
ス
さ
れ
た
金
影

ま
た
そ
の
競
技
会
で
会
場
の
整
理
の
が
そ
の
背
後
に
積
ま
れ
て
い
る
の
で
額
1
を
得
る
こ
と
に
ょ
っ
て
成
り
立

た
め
の
費
用
と
し
て
入
場
料
を
取
る
あ
る
。
こ
れ
と
そ
が
プ
ロ
フ
ェ
シ
,
つ
か
ぎ
り
、
軽
業
師
同
様
プ
ロ
で
な

と
と
は
あ
っ
て
も
、
選
手
へ
は
一
銭
ナ
ル
で
あ
り
、
プ
ロ
と
い
ぇ
る
だ
け
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
企
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を
か
け
た
取
り
組
み
が
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
筈
で
あ
る
。
そ
う
し
た
も
の

が
な
い
の
に
利
益
だ
け
を
得
よ
う
と

t
る
の
は
欲
が
深
い
と
い
う
よ
り
ほ

か
な
か
ろ
う
。
商
品
が
売
れ
な
い
こ

と
を
か
こ
っ
た
り
、
利
益
の
出
な
い

こ
と
に
ぐ
ち
る
前
に
、
取
扱
い
商
品

の
う
ち
、
ど
れ
が
売
れ
て
、
ど
れ
が

う
れ
な
い
か
、
利
益
の
出
る
割
合
は

商
品
種
類
ま
た
は
商
品
部
門
別
に
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、
在
庫
量

や
商
品
構
成
が
適
当
か
、
一
時
点
だ

け
で
な
く
、
継
続
的
に
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
て
い
る
か
な
ど
を
徹
底
的
に
調

べ
、
不
都
合
な
箇
所
を
順
次
改
善
す

る
な
ど
、
時
に
は
多
少
寝
食
を
さ
い

て
努
力
し
て
い
る
か
。
自
省
し
て
み

た
い
も
の
で
あ
る
。

の
生
活
が
か
か
っ
て
い
る
ぱ
か
り
で

な
く
、
軽
業
師
自
身
の
命
が
か
か
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
僅
か
数
分
な
い

し
十
数
分
位
い
の
短
か
い
時
間
の
業

で
は
あ
る
が
、
一
つ
間
違
え
ば
命
を

落
し
か
ね
な
い
程
の
困
難
さ
を
伴
っ

た
も
の
で
あ
り
、
失
敗
は
許
さ
れ
な

そ
の
た
め
に
披
露
t
る
時
問
の

い
0

と
アの

一
,

サ

る
筈
で
あ
り
、
そ
の
努
力
は
大
変
な

も
の
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な

た
だ
、
他
人
に
納
得
の
上
で
力

、
0

しネ
を
支
払
わ
せ
る
に
は
格
別
な
何
も

の
か
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
云
い

た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

き
て
、
企
業
は
、
そ
の
大
小
を
問

わ
ず
、
利
益
1
こ
れ
は
提
供
t
る
財

、
、
、

.

高
岡
商
工
会
議
所

青
年
部
会
訪
問
す
ノ
.

去
る
6
月
部
日
1
舒
日
、
当
青
年

部
(
中
塚
部
長
・
本
田
会
員
委
員
長

他
Ⅱ
名
)
は
県
外
研
修
及
び
会
員

相
互
の
親
睦
を
か
ね
、
創
立
以
来
十

数
年
を
誇
る
高
岡
商
工
会
議
所
青
年

部
会
を
訪
問
し
、
当
面
す
る
問
題
点

に
つ
い
て
相
互
に
意
見
交
換
を
行
っ

た
。そ

の
中
で
特
に
円
設
立
の
薪

か
ら
会
員
意
識
の
高
揚
を
い
か
に
行

、

ノ

(

翌
勿
日
は
芙
蓉
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
に
て
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ぺ
を
開

催
。
優
勝
中
塚
満
洲
夫
、
準
優
勝
本

田
正
人
、
な
羚
参
加
者
は
次
の
と
船

り
。

中
小
企
業
診
断
士
井
上
誠
逸

゛

0
中
塚
満
洲
夫
、
 
0
本
田
正
人
、

0
藤
本
純
忠
、
 
0
 
垣
内
成
元
、

0
岡
本
正
一
郎
、
 
0
杉
本
雅
俊
、

川
合
進
、
西
尾
直
二
、
植
原
一

0光
、
新
谷
進
、
山
本
憲
司

(
0
印
は
ゴ
ル
フ
コ
ン
ぺ
参
加
者
)

《
高
岡
商
工
会
講
所
青
年
部
会

プ
ロ
フ
ィ
!
ル
》

高
岡
市
人
口
約
Ⅱ
万
・
商
工
事
業
所

数
1
万
2
千
、
特
産
品
(
銅
器
・
漆

器
・
ア
ル
ミ
・
ニ
ッ
ト
等
)
、
青
年

部
設
立
S
U
 
・
フ
、
会
員
数
以
人

(
発
足
当
時
4
人
)

.

一

う
か
、
⇔
母
体
商
工
会
議
所
と
の

関
係
に
つ
い
て
、
国
組
織
の
硬
直

化
防
止
と
そ
の
対
策
及
び
予
算
的

措
置
に
つ
い
て
、
四
商
工
会
議
所

青
年
部
の
独
自
性
及
び
基
本
路
線

の
確
立
に
つ
い
て
、
等
々
の
問
題

が
提
示
さ
れ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
,
ン

方
式
に
ょ
り
討
議
。

そ
の
結
果
、
ま
十
第
一
に
会
員

相
互
の
交
流
を
は
か
り
、
順
次
事

業
活
動
活
発
化
の
方
向
へ
進
展

し
、
会
員
増
強
を
行
い
つ
つ
、
組

織
的
・
予
算
的
に
充
実
化
す
る
。

そ
の
中
か
ら
青
年
部
と
し
て
の
独

自
性
及
び
基
本
路
線
の
確
立
1

等
に
て
概
ね
合
意
。
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弓

理
事
会
開
催

七
月
十
一
日
、
午
前
十
一
時
よ
り

理
事
会
を
開
催
。
昭
和
五
十
二
年
度

事
業
概
要
報
告
並
び
に
収
支
決
算

書
審
議
、
新
入
会
員
鴛
、
会
員
増

強
等
に
つ
い
て
協
議
が
な
き
れ
、
事

業
概
要
報
告
、
収
支
決
算
書
は
承
認

き
れ
た
。七

月
例
会
開
催

七
月
十
一
日
、
正
午
よ
り
開
催
。

今
中
多
平
氏
の
「
血
圧
に
つ
い
て
」

の
講
話
を
聞
き
、
健
康
増
進
の
一
助

と
し
た
。
参
加
者
訂
名

総
会
開
催

七
月
十
一
日
、
午
後
二
時
よ
り
総

会
を
開
催
。
昭
和
五
十
二
年
度
事
業

概
要
報
告
、
並
び
に
収
支
決
算
書
審

議
、
新
入
会
員
の
承
認
、
会
員
増
強

に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
、
事
業
概

要
報
告
、
収
支
決
算
書
は
原
案
通
り

承
需
定
、
新
入
会
員
の
報
告
了

8

、4
(

承
、
会
員
増
強
に
つ
い
て
了
承
。

出
席
者
棚
名

山
野
氏
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

ゴ
ル
フ
同
好
会

第
9
回
コ
ン
ペ

七
月
十
九
日
飛
鳥
ゴ
ル
フ
場
で
行

な
わ
れ
た
ゴ
ル
フ
同
好
会
第
9
回
コ

ン
ぺ
で
、
山
野
末
雄
氏
(
恂
三
洋
社

長
)
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の
快
挙
を

成
し
と
げ
た
。

当
日
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ぺ
の
参
加
者

は
八
名
で
、
山
野
氏
は
勝
問
氏
、
福

本
氏
、
八
田
氏
ら
と
、
第
一
組
目
で

回
り
十
二
番
ホ
ー
ル
で
み
ビ
と
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
を
成
し
と
げ
た
。

山
野
氏
は
最
近
新
奈
良
ゴ
ル
フ
場

で
行
な
わ
れ
た
他
の
コ
ン
ぺ
に
て
ホ

ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
出
し
て
お
り
、
ニ

度
目
と
い
う
と
と
で
、
ビ
本
人
は

「
と
.
わ
い
な
あ
」
と
い
い
な
が
ら
も

非
常
に
喜
と
ん
で
お
ら
れ
た
。

新
入
会
員

佛
近
商
ス
ト
ア

取
締
役
社
長
松
村
英
治
氏

七
月
十
八
日
付
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経
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の
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方
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イ
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長期問の車のこ深4用に^短期問の車の:利用に^

トヨタの力・"リース

し、

整備十分なトヨタ車が月々わずかなり
ース料tご利用て、きます。リース料は
全額必要経費て'おとせて合理的てす。

＼4ウ トヨqレジ井り釜ス奈良辱,

昭和53年8月10日(毎月1回10日発行)

櫓夕のビジネスレンタ
増車、代車、出張先て'の車に便利て経
済的なビジオ、スレンタ。必要な時、必
要な車を即座にご調達いたします。

企業経営の
ガ勢と三ろ...
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TEL 0742φ今0527
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各
種
検
定
試
験
実
施
要
綱

(
販
売
士
(
二
級
)
検
定
〕

▽
試
験
日

筆
記
十
月
四
日
(
水
)

午
後
一
時

面
接
十
月
四
日
(
水
)

午
前
九
時
半

▽
受
験
資
格

小
売
業
に
従
事
し
て
い
る
者
及
び

将
来
従
事
し
よ
う
と
す
る
者

▽
受
験
料
三
0
0
円

▽
試
験
場
奈
良
商
工
会
議
所

マ
申
込
受
付
期
間

八
月
二
十
八
日
1
九
月
八
日

▽
申
込
手
続

①
申
込
書
(
当
所
窓
口
に
備
付
け
)

に
必
要
事
項
記
入
の
上
、
写
真
(
五

如
X
五
肌
正
面
上
半
身
悦
帽
、
最

近
一
年
以
内
撮
影
)
を
必
ず
貼
付

し
、
受
験
料
と
と
も
に
提
出
t
る
。

尚
、
面
接
・
筆
記
試
験
免
除
の

項
に
該
当
す
る
者
は
各
証
明
書
の

写
し
を
添
付
し
て
下
さ
い
。

マ
合
格
発
表
十
月
十
二
日
(
木
)

マ
試
験
内
容

筆
記
試
験
及
び
面
接
試
験

た
だ
し
、
左
記
の
①
1
③
の
い
ず

れ
か
に
該
当
t
る
者
は
面
接
試
験

免
除

①
販
売
士
養
成
講
習
会
(
二
級
)

を
履
修
し
た
者

②
販
売
士
三
級
合
格
者
及
び
特
別

講
習
会
に
ょ
り
三
級
販
売
士
と
認

定
さ
れ
た
者

③
指
定
の
響
教
育
(
公
開
経
営

指
導
協
会
及
び
企
業
経
営
通
信
学

院
)
を
修
了
し
た
者
。

ま
た
、
次
の
①
1
②
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
者
は
常
識
(
筆
巽

験
)
免
除

①
販
売
士
養
成
講
習
会
(
二
級
)

を
履
修
し
た
者
の
う
ち
「
常
識
」

科
目
の
予
備
試
験
に
合
格
し
た
者

②
指
定
通
信
教
育
を
修
了
し
た
者

(
第
四
十
九
回
簿
記
検
定
試
験
〕

▽
施
行
期
日
及
時
間

十
一
月
五
日
(
日
)

丁
三
級
午
前
九
時
よ
り

三
・
四
級
午
後
一
時
よ
り

マ
試
験
場

奈
良
県
立
奈
良
商
業
高
等
学
校

※
ス
リ
ッ
。
ハ
持
参
し
て
下
さ
い

マ
申
込
受
付
期
間

九
月
十
八
日
1
十
月
十
一
日

マ
受
験
料

一
級
一
五
0
0
円

二
級
-
0
0
0
円

三
級
八
0
0
円

四
級
六
0
0
円

〔
第
五
十
八
回

計
算
尺
技
能
検
定
)

▽
施
行
日
時

十
二
月
三
日

一
一
・
四
級
午
前
九
時

丁
三
・
五
級
午
前
十
時

マ
試
験
場

正
強
高
等
学
校

▽
受
験
料

一
級
八
0
0
円
・
二
級
七
0
0
円

三
級
六
0
0
円
・
四
級
五
0
0
円

五
級
四
0
0
円

マ
申
込
期
間

十
月
三
十
日
(
月
)
1
十
一
月
十
六

日
(
木
)

そ
の
他
検
定
試
験
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
せ
は
当
所
検
定
課
(
T
E
L

⑳
六
三
三
代
)
ま
で

(
第
九
十
四
回
珠
算
能
力
検
定
〕

マ
施
行
期
日

十
月
二
十
二
日
(
日
)

午
前
九
時
よ
り

▽
試
験
場
奈
良
県
立
短
期
大
学

マ
申
込
受
付
期
間

九
月
十
二
日
1
九
月
二
十
九
日

▽
受
験
申
込
先

当
所
業
務
課
検
定
係

マ
受
験
料

一
級
八
0
0
円
・
二
級
七
0
0
円

三
級
五
0
0
円

四
・
五
・
六
級
四
0
0
円

子
1
.
1
3
.
¥
ゞ
ー
゛
f
゛
.
《
、

^
^
一
一
^
^
一
^
一
^
^
^
^

^
立
翼
"
盆
り
讐
芽
.
ぶ
咲
}
^
ジ
^
嚇
、

、
ー
'
ー
'
ー
'
'
f
'
ー

マ
住
所
変
更

サ
ロ
ン
・
ド
ウ
・
り
ド

新
奈
良
市
大
宮
町
五
1
二
七
八

1
-
 
T
E
L
@
八
六
一
八

旧
奈
良
市
小
西
町
一
四
1
三

マ
代
表
者
変
更

住
友
信
託
銀
行
妹
奈
良
西
大
寺
支

店新
津
田
啓
司
氏

旧
福
岡
一
男
氏

中

期
費

■
囲

、

4
,
、

五
三
九
八

▽
つ
る
や
・
榧
木
美
丁
百
楽
園
一

ー
ハ
ー
三
0
・
天
ぷ
ら
太
好
み
焼
・

⑮
七
二
七
六

▽
魚
伊
勢
商
店
・
森
本
重
郎
・
百
楽

園
-
ー
ハ
ー
三
0
 
・
鮮
魚
販
・
@
四

九
八
四

マ
小
川
青
物
店
・
小
川
範
好
・
百
楽

園
-
ー
ハ
ー
三
0
・
青
物
販
・
⑯
八

0
五
七

マ
カ
ネ
テ
漬
物
店
・
平
野
重
一
・
百

楽
園
-
ー
ハ
ー
三
0
・
味
噌
漬
物
販

⑮
七
二
七
六

▽
恵
美
寿
堂
生
菓
子
店
・
今
泉
晟

百
楽
園
-
ー
ハ
ー
三
0
 
・
生
菓
子
製

販
・
@
七
三
八
七

マ
石
田
商
店
・
石
田
高
弘
・
百
楽
園

-
ー
ハ
ー
三
0
・
菓
子
販
・
@
一
四

四
弌

マ
マ
ル
ナ
カ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
中
江

秀
次
.
百
楽
園
-
ー
ハ
ー
三
0
・
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
・
@
二
0
0
四

マ
か
ね
ま
さ
・
先
久
政
行
・
百
楽
園

-
ー
ハ
ー
三
0
・
青
物
販
・
⑮
七
二

七
六

マ
西
郷
菓
子
店
・
上
井
ヒ
サ
子
・
百

楽
園
-
ー
ハ
ー
三
0
・
菓
子
販
・
⑮

七
二
七
六

▽
ク
ボ
タ
洋
装
店
・
久
保
田
栄
三
.

百
楽
園
-
ー
ハ
ー
三
0
・
婦
人
子
供

服
地
販
・
@
七
三
九
一

マ
大
和
履
物
店
・
小
泉
輝
夫
・
百
楽

園
-
ー
ハ
ー
三
0
・
履
物
販
・
⑮
七

二
七
六

一
ハ
・
。
,
シ
ニ
、

令
'
弍
ι
支
ム
タ
ノ
k
$
゛
冬

マ
谷
川
豆
腐
店
・
ハ
合
川
幸
丁
百
楽

園
-
ー
ハ
ー
三
0
・
豆
腐
製
販
・
@

六
0
0
九

▽
か
を
り
園
茶
舗
・
湯
浅
節
郎
・
百

楽
園
-
ー
ハ
ー
三
0
 
・
茶
販
・
⑮
七

二
七
六

マ
囿
鳥
治
・
山
中
春
雄
・
百
楽
園
一

ー
ハ
ー
三
0
・
鶏
肉
販
・
@
五
四
一

▽
福
寿
し
・
知
見
正
=
一
・
百
楽
園
一

ー
ハ
ー
三
0
・
寿
し
惣
菜
販
・
⑳
0

弌
三
弌

マ
あ
を
に
や
・
山
村
良
子
・
百
楽
園

-
ー
ハ
ー
三
0
・
生
麺
販
・
@
三
六

0
七

マ
加
賀
豆
腐
店
・
加
賀
光
男
・
百
楽

園
-
ー
ハ
ー
三
0
・
豆
腐
製
販
・
⑳

▽
イ
ン
テ
リ
ア
カ
ミ
ヤ
・
紙
谷
輝
雄

百
楽
園
-
ー
ハ
ー
三
0
・
家
内
装
飾

設
計
施
工
:
@
一
四
二
0

▽
(
谷
)
エ
ン
ヤ
・
塩
谷
操
・
百
楽

(
園
-
ー
ハ
ー
三
0
・
青
物
販
・
@
一

四
二
三

▽
お
か
じ
ま
・
岡
島
英
男
・
百
楽
園

-
ー
ハ
ー
三
0
・
交
具
玩
具
販
・
⑯

四
六
三
0

マ
嘉
納
菓
子
・
丹
茂
・
百
楽
園
一

ー
ハ
ー
三
0
・
菓
子
販
・
⑮
七
二
七

六マ
タ
ナ
カ
・
田
中
英
一
・
百
楽
園
一

ー
ハ
ー
三
0
・
日
用
品
販
・
@
五
四

0
六

マ
魚
市
鮮
魚
店
・
中
森
恒
明
・
百
楽

園
-
ー
ハ
ー
三
0
・
魚
介
類
販
・
@

士
二
弌

▽
オ
ー
ク
商
会
・
岡
部
彰
・
学
園

北
二
1
六
1
六
・
靴
下
卸
・
⑮
二
四

七
六

▽
北
和
運
輸
脚
・
乾
政
博
・
北
之

庄
町
三
0
1
-
・
貨
物
運
送
・
@
ハ

四
三

▽
富
士
ス
タ
ジ
オ
・
藤
田
幸
丁
学

園
北
-
 
1
 
丁
写
真
ス
タ
ジ
オ
・
⑬

四
一
三

E
三
庄
=
亨
一
亨
ミ
三
一
▼
=
一
工
三
=
=
・
、
一
=
・
'
一
一
一
=
一
一
一
e
.

三

三
.
一
一
一
一

本
支

一

0

(
、

ノ

,
＼
(
、

ノ

一
ノノ

ノ

ノ

(
お
詑
ぴ
〕

先
月
号
第
四
ペ
ー
ジ
中
執
筆
者
名

が
間
違
っ
て
船
り
ま
し
た
。
訂
正
し

て
船
詑
び
し
ま
す
。0

X
佐
藤
←
佐
橋

ノ

ノ

ノ

歴

ノ

店
店

、
.
.

、
.
一
池
、

ι
一
~
.

、

経

.
一

、
.
ベ
,
、
~ノ

■

'

'
.
.
、

、
ン

.
、
凱
・
一
一
、
主
'
・
・
三
・
一
一
÷
:
.
:

%

、
モ
一
=

第Ⅱ9号(第三種郵便物認可) 奈良会議所ニュース 昭和53年8月10日(毎月1回10日発行)

希望職種

総務(庶務)
保安(銀行)

総務、庶務

年令

51才
自衛官(昭25年~昭52年)
(退職時、3等陸佐)有線信務中
隊長、機械統計運用幹部

自衛官(停年退職予定者)就職希望者名簿

第Ⅱ9号(第三種郵便物認可)

自衛官(昭25年~昭52年)
(退職時、 2等陸佐)中隊長、
大隊長、訓練、人事幹部

信

50才
自衛官(昭27年~昭53.10)
f現在1等海尉)新隊員教育隊、術予科学校教官、警備、車両幹部

の大きさ・
工の
式チ支

脈動し、ヨ
生命のシ
技術4雁

^

し、ν"

ムを
か

近電工は大きな信頼にこたえまナ。

希
手取(月収)

,

13万

14万

副

望
勤務地

成長する都市の、
くる

現住所

奈良市

奈良会議所ニュース

配偶者
の有無

有

-10-

ー゛

学歴

゛.ー.

'

,史
'.
冒、.

奈良市

旧中卒

、.'.

資格その他

大型2種

昭和53年8月10日(毎月1回10日発行)

国民学
校卒

大型1種
危険物(乙4類)
大型1種、危険物取
扱主任(乙4類)3級
自動車シャ【シ整備

-11-

^盆竃王
電気・計装・空胡・訪災・土木●敢締役牡長岡本繁一

奈良支店長小柴薫

冒■.....■.冒冒.●●●●●皿■●●

企業と家庭に奉仕する

栄相互銀行
社長野村萬作

社

条町 8良市
大宮.大安寺.西大寺・学園前・東生駒・天理
郡山(大和小泉)・高田.桜井・桜井北・柵原
五条・下市.上市.大阪(北区南森町)

協
日中旅行

大切

はみんなのもの

に使いましょう^

玉

='ーー,
ロノし

へ〒テこう

売青年友好の船
訪中団員募集中

日昭和53年10月5日~17日
用 226,000円~430,000円

詳細は総読売旅行奈良営業所
奈良市高天町18 0742(26)5221

関西電力(株)奈良支店
夫支店長立花和

電気


